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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　炭素数１４～２２の脂肪酸と、プロピレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、
　　テトラグリセリン、ヘキサグリセリン、デカグリセリン、ソルビトール、エリスリト
　　ール、ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール、グルコース、及び、それら
　　多価アルコールのエチレンオキサイド付加物、プロピレンオキサイド付加物から選ば
　　れる一のアルコールとのエステルであり、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性
　　剤、及び、水とを有し、油分を含有せず、粘度が２０℃で１～３００ｍＰａ・ｓであ
　　る水性原液と、
　　圧縮二酸化炭素と、を含有することを特徴とする発泡性エアゾール組成物。
【請求項２】
　　吐出により形成された泡の密度が０．１０～０．２８ｇ／ｃｍ３であることを特徴と
する請求項１に記載の発泡性エアゾール組成物。
【請求項３】
　　２５℃で前記非イオン性界面活性剤の一部が析出していることを特徴とする請求項１
又は請求項２に記載の発泡性エアゾール組成物。
【請求項４】
　　前記非イオン性界面活性剤に用いられる前記アルコールが、ソルビタンであることを
　　特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の発泡性エアゾール組成物。
【請求項５】
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　　前記水性原液中に０．１～２０質量％のアルコール類が含有されていることを特徴と
する請求項１から請求項４のいずれかに記載の発泡性エアゾール組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアゾール組成物に関する。さらに詳しくは、使用感にすぐれ、発泡性がよ
く吐出後すぐに発泡する即起泡性であり、かつ泡の持続性が良好で、しかも軽い泡質のフ
ォームを形成し得るエアゾール組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、圧縮ガスを噴射剤とした発泡性のエアゾール組成物が種々提案されている。例え
ば、吐出直後に発泡した泡が素早く消えるエアゾール組成物や、吐出してもしばらく泡と
して保持しうるエアゾール組成物など種々提案されている。
【０００３】
　具体的には、特許文献１には、１価の低級アルコールと、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル型の非イオン性界面活性剤と、水と、圧縮ガスとを含有するなどして、吐出直後
に消泡するエアゾール組成物が開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、水を必須の成分として有し、脂肪族アルコール、脂肪酸、油脂
成分、多価アルコールなどを適宜有し、２０℃での粘度が５００～８０００ｃｐｓである
水性原液と、圧縮ガスとを含有するエアゾール組成物が開示されている。
【０００５】
　さらには、特許文献３には、任意のＨＬＢを有する親油性の界面活性剤と、炭化水素等
の油成分と、水とからなる原液に、圧縮ガスを任意の濃度で溶解したエアゾール組成物が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭５８－１８９１０６号公報
【特許文献２】特開平２－２４７１１５号公報
【特許文献３】特開２００１－１８１６０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載のエアゾール組成物では、当該組成物を吐出した直後
にシュワシュワと音を立てて発泡するが、すぐに消泡するために、十分に泡を塗り広げる
ことができず、急いで塗り広げても消泡し液体となり、液体として垂れる問題があった。
【０００８】
　また、特許文献２に記載のエアゾール組成物では、種々の化合物を含有する水性原液を
所定の粘度範囲に調整し、圧縮ガスの濃度とのバランスにより、吐出された組成物におい
て、圧縮ガスが直ちに気化することを抑制し、徐々に気化して緩やかに起泡するクリーム
状の泡を形成させているが、素早く起泡し、クリーム状よりもさらに軽い泡質のフォーム
を形成することは困難であった。
【０００９】
　さらに、特許文献３に記載のエアゾール組成物では、所定量の親油性界面活性剤と、油
成分と、水とを有する原液と、所定量の圧縮ガスとを含有することにより、吐出された組
成物において、圧縮ガスが直ちに気化し、素早く起泡するクリーム状の泡を形成させるこ
とができるが、油成分を含み、さらに、原液の粘度が数百ｃｐｓ以上あるため、やはりク
リーム状よりもさらに軽い泡質のフォームを形成することは困難であった。
【００１０】
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　そこで、本発明は、前記従来技術に鑑みてなされたものであり、使用感にすぐれ、発泡
性がよく吐出後すぐに発泡する即起泡性であり、かつ泡の持続性が良好で、しかも伸展性
を有し、従来のクリーム状よりも軽い泡質のフォームを形成し得るエアゾール組成物を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　　　（１）すなわち、本発明の発泡性エアゾール組成物は、炭素数１４～２２の脂肪酸
　　と、プロピレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、テトラグリセリン、ヘキサ
　　グリセリン、デカグリセリン、ソルビトール、エリスリトール、ペンタエリスリトー
　　ル、ジペンタエリスリトール、グルコース、及び、それら多価アルコールのエチレン
　　オキサイド付加物、プロピレンオキサイド付加物から選ばれる一のアルコールとのエ
　　ステルであり、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤、及び、水とを有し、油
　　分を含有せず、粘度が２０℃で１～３００ｍＰａ・ｓである水性原液と、圧縮二酸化
　　炭素と、を含有することを特徴とする発泡性エアゾール組成物である。
【００１２】
　（２）そして、吐出により形成された泡の密度が０．１０～０．２８ｇ／ｃｍ３である
ことを特徴とする前記（１）に記載の発泡性エアゾール組成物である。
【００１３】
　（３）そして、２５℃で前記非イオン性界面活性剤の一部が析出していることを特徴と
する前記（１）又は（２）に記載の発泡性エアゾール組成物である。
【００１４】
　　　（４）そして、前記非イオン性界面活性剤に用いられる前記アルコールが、ソルビ
　　タンであることを特徴とする前記（１）から（３）のいずれかに記載の発泡性エアゾ
　　ール組成物である。
　　　（５）そして、前記水性原液中に０．１～２０質量％のアルコール類が含有されて
　　いることを特徴とする前記（１）から（４）のいずれかに記載の発泡性エアゾール組
　　成物である。
　　                                                                            
【発明の効果】
【００１５】
　以上、本発明によれば、使用感にすぐれ、発泡性がよく吐出後すぐに発泡する即起泡性
であり、かつ泡の持続性が良好で、しかも伸展性を有し、従来のクリーム状よりも軽い泡
質のフォームを形成することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の発泡性エアゾール組成物に関する実施形態について詳しく説明する。な
お、説明中における範囲を示す表記は、上限と下限を含有するものである。
【００１７】
　前記したように、本発明は、炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコ
ールとのエステルであり、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤、及び、水とを有
し、粘度が１～３００ｍＰａ・ｓである水性原液と、圧縮二酸化炭素と、を含有されてな
る組成物である。
【００１８】
　特定の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコールとのエステルであり、特定のＨＬＢを
有する非イオン性界面活性剤、及び、水とを有し、特定の粘度に調整された水性原液に、
圧縮二酸化炭素を含有させることにより、発泡性がよく、吐出後すぐに発泡する即起泡性
を有し、さらに、形成された泡が前記の非イオン性界面活性剤に保持されるため、従来の
クリーム状よりも軽い泡質のフォームを形成し得るのである。このような軽い泡質のフォ
ームを形成することにより、保湿剤、洗浄剤、育毛剤、スタイリング剤、トリートメント
剤、染毛剤、冷却剤、制汗剤、消臭剤、忌避剤、消炎鎮痛剤、収斂剤などの種々の製品に
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おいて、吐出後に使用者に対して、従来とは異なる柔らかく軽い官能を付与することがで
きる。
【００１９】
　前記の炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコールとのエステルであ
り、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤は、水と混合し所定の粘度となる水性原
液を構成し、エアゾール組成物の発泡性を向上し、さらに、軽い泡質であっても泡の持続
性を向上させる成分である。
【００２０】
　本発明に用いられる非イオン性界面活性剤は、炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有
する多官能アルコールとのエステルである。炭素数１４～２２の脂肪酸としては、ミリス
チン酸、ペンデシル酸、パルミチン酸、マルガリン酸、ステアリン酸、オレイン酸、アラ
キジン酸、ベヘン酸などが好ましい。また、分岐鎖を有する多官能アルコールとしては、
プロピレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、テトラグリセリン、ヘキサグリセリ
ン、デカグリセリン、ソルビトール、エリスリトール、ペンタエリスリトール、ジペンタ
エリスリトール、グルコース、及び、それら多価アルコールのエチレンオキサイド付加物
、プロピレンオキサイド付加物などが好ましい。
【００２１】
　また、本発明に用いられる非イオン性界面活性剤は、さらにグリフィンの式より算出さ
れる水と油への親和性の程度を表す値、すなわち、ＨＬＢが２～９である。さらには、Ｈ
ＬＢが４～７であることが好ましい。一般に、使用する非イオン性界面活性剤のＨＬＢが
高いほどフォームの泡質が柔らかくなり、逆に使用する非イオン性界面活性剤のＨＬＢが
低いほどフォームの泡質が固くなるところ、ＨＬＢが、２～９の範囲にあると、吐出後の
発泡性が良く、さらに泡の持続性を向上させることができる。
【００２２】
　本発明に用いられる炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコールとの
エステルであり、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤の代表例としては、例えば
、ソルビタンモノパルミテート（ＨＬＢ：６．７、フレーク状）、ソルビタンモノステア
レート（ＨＬＢ：４．７、フレーク状）、ソルビタンセスキステアレート（ＨＬＢ：４．
２、フレーク状）、ソルビタントリステアレート（ＨＬＢ：２．１、フレーク状）などの
ソルビタン脂肪酸エステル；グリセリルモノミリステート（ＨＬＢ：３．５、フレーク状
）、グリセリルモノステアレート（ＨＬＢ：４．０、フレーク状）などのグリセリン脂肪
酸エステル；デカグリセリルトリステアレート（ＨＬＢ：７．５、フレーク状）、デカグ
リセリルペンタステアレート（ＨＬＢ：３．５、フレーク状）、デカグリセリルヘプタス
テアレート（ＨＬＢ：３．５、フレーク状）、デカグリセリルデカステアレート（ＨＬＢ
：３．０、フレーク状）などのデカグリセリン脂肪酸エステル；ジグリセリルモノステア
レート（ＨＬＢ：５．０、固形状）、テトラグリセリルモノステアレート（ＨＬＢ：６．
０、フレーク状）、テトラグリセリルトリステアレート（ＨＬＢ：４．１、フレーク状）
、テトラグリセリルペンタステアレート（ＨＬＢ：２．３、フレーク状）、ヘキサグリセ
リルモノステアレート（ＨＬＢ：９．０、プレート状）、ヘキサグリセリルトリステアレ
ート（ＨＬＢ：２．５、フレーク状）、ヘキサグリセリルペンタステアレート（ＨＬＢ：
３．２、フレーク状）などのポリグリセリン脂肪酸エステル；プロピレングリコールモノ
ステアレート（ＨＬＢ：３．５、固形状）などのプロピレングリコール脂肪酸エステル；
ペンタエリスリトールステアレート（ＨＬＢ：２．０、フレーク状）などのペンタエリス
リトール脂肪酸エステル；ＰＯＥ（６）ソルビタンヘキサステアレート（ＨＬＢ：３．０
、固形状）などのポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルなどがあげられ、これら
は単独でまたは２種以上を組み合わせて用いることができる。このような、２０～２５℃
の常温で固化しやすい脂肪酸と、分岐鎖を有する多官能アルコールとのエステルであり、
所定のＨＬＢである非イオン性界面活性剤により、吐出後に発泡させ、軽い泡質のフォー
ムを形成しても泡の持続性を向上させることができる。また、本発明に用いる非イオン性
界面活性剤は、分岐鎖を有する多官能アルコールを用いているため分子量に分布を持つ。
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そのため、発泡性エアゾール組成物としたときには、圧縮二酸化炭素が水性原液に溶解す
ることにより、原液のｐＨが酸性になり、２０～２５℃の常温で当該非イオン性界面活性
剤の一部が、すなわち、親水性の低い当該非イオン性界面活性剤が、析出する場合がある
が、吐出後に発泡させ、軽い泡質のフォームを形成しても泡の持続性を向上させることが
できる。
【００２３】
　前記非イオン性界面活性剤のなかでも、本発明の発泡性エアゾール組成物から形成され
る軽い泡質ながら泡の持続性の良いフォームを形成し得るソルビタン脂肪酸エステルが好
ましい。なお、前記非イオン性界面活性剤は、常温での状態がフレーク状、固形状、ペー
スト状などのものが好ましい。
【００２４】
　また、前記非イオン性界面活性剤の含有量は、水性原液中０．１～１０質量％であるこ
とが好ましく、さらには０．５～７質量％であることが好ましい。前記非イオン性界面活
性剤の含有量が、この範囲にあると、吐出後に発泡させ、泡の持続性を向上させ、さらに
塗布面でのべたつきを抑えることができる。
【００２５】
　本発明に用いられる水は、蒸留、濾過、イオン交換などの手法で精製された水である精
製水、さらにその精製水を紫外線照射などにより滅菌、又は、殺菌された滅菌精製水、又
は、殺菌精製水、また、一部精製を簡略化した工業用精製水、或いは、ミネラル分が含ま
れ硬度が高い海水、海洋深層水などである。
【００２６】
　また、前記水の含有量は、水性原液中５０～９９．５質量％であることが好ましく、さ
らには６０～９９質量％であることが好ましい。前記水の含有量が、この範囲にあると、
吐出後の発泡性が良好であり、他の成分を含有させ易い。
【００２７】
　なお、前記水性原液には、上述した成分以外にも、他の界面活性剤、種々の有効成分、
アルコール類、水溶性高分子、油分、粉体、香料、着色料などを含有することができる。
【００２８】
　他の界面活性剤としては、炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコー
ルとのエステルであり、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤以外の非イオン性界
面活性剤、陰イオン型界面活性剤、陽イオン型界面活性剤、両性型界面活性剤、シリコー
ン系界面活性剤、天然界面活性剤などが好ましく、これらの中から、単独でまたは適宜２
種以上を組み合わせて用いることができる。
【００２９】
　炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコールとのエステルであり、Ｈ
ＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤以外の非イオン性界面活性剤としては、たとえ
ば、ＰＯＥモノラウレート、ＰＯＥモノステアレート、ＰＯＥモノオレエートなどのポリ
オキシエチレン脂肪酸エステル、ＰＯＥソルビタンモノラウレート、ＰＯＥソルビタンモ
ノステアレート、ＰＯＥソルビタンモノオレエートなどのポリオキシエチレンソルビタン
脂肪酸エステル、ＰＯＥグリセリルモノステアレート、ＰＯＥグリセリルモノオレエート
などのポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ＰＯＥソルビットモノラウレート
、ＰＯＥソルビットテトラステアレート、ＰＯＥソルビットテトラオレエートなどのポリ
オキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ＰＯＥセチルエーテル、ＰＯＥステアリルエ
ーテル、ＰＯＥオレイルエーテル、ＰＯＥラウリルエーテル、ＰＯＥベヘニルエーテル、
ＰＯＥオクチルドデシルエーテル、ＰＯＥイソセチルエーテル、ＰＯＥイソステアリルエ
ーテルなどのポリオキシエチレンアルキルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰセチルエーテル、Ｐ
ＯＥ・ＰＯＰデシルテトラデシルエーテルなどのポリオキシエチレンポリオキシプロピレ
ンアルキルエーテル、デカグリセリルモノラウレート、デカグリセリルモノミリステート
、デカグリセリルモノステアレート、デカグリセリルモノオレエート、デカグリセリルジ
オレエート、ヘキサグリセリルモノラウレート、ヘキサグリセリルモノステアレート、ヘ
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キサグリセリルモノオレエートなどのポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレ
ン硬化ヒマシ油などが挙げられる。
【００３０】
　前記陰イオン型界面活性剤としては、たとえばアルキル硫酸塩、ポリオキシエチレンア
ルキルエーテル硫酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシルメチルタウリン塩、ポリオキ
シエチレンアルキルエーテル酢酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエ
ーテルリン酸塩、セッケン用素地、ラウリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウムなど
の脂肪酸セッケン、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸カリウムなどの高級アルキル
硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンラウリル硫酸トリエタノールアミン、ポリオキシエ
チレンラウリル硫酸ナトリウムなどのアルキルエーテル硫酸エステル塩、ラウロイルサル
コシンナトリウムなどのＮ－アシルサルコシン酸、Ｎ－ミリストイル－Ｎ－メチルタウリ
ンナトリウム、ヤシ油脂肪酸メチルタウリッドナトリウム、ラウリルメチルタウリッドナ
トリウムなどの高級脂肪酸アミドスルホン酸塩、ポリオキシエチレンオレイルエーテルリ
ン酸ナトリウム、ポリオキシエチレンステアリルエーテルリン酸などのリン酸エステル塩
、ジ－２－エチルヘキシルスルホコハク酸ナトリウム、モノラウロイルモノエタノールア
ミドポリオキシエチレンスルホコハク酸ナトリウム、ラウリルポリプロピレングリコール
スルホコハク酸ナトリウムなどのスルホコハク酸塩、リニアドデシルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、リニアドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン、リニアドデシル
ベンゼンスルホン酸ナトリウムなどのアルキルベンゼンスルホン酸塩、Ｎ－ラウロイルグ
ルタミン酸モノナトリウム、Ｎ－ステアロイルグルタミン酸ジナトリウム、Ｎ－ミリスト
イル－Ｌ－グルタミン酸モノナトリウムなどのＮ－アシルグルタミン酸塩、硬化ヤシ油脂
肪酸グリセリン硫酸ナトリウムなどの高級脂肪酸エステル硫酸エステル塩、ロート油など
の硫酸化油、ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸、ポリオキシエチレンアル
キルアリルエーテルカルボン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、高級脂肪酸エステルス
ルホン酸塩、二級アルコール硫酸エステル塩、高級脂肪酸アルキロールアミド硫酸エステ
ル塩、ラウロイルモノエタノールアミドコハク酸ナトリウム、Ｎ－パルミトイルアスパラ
ギン酸ジトリエタノールアミン、カゼインナトリウムなどが挙げられる。
【００３１】
　前記陽イオン型界面活性剤としては、たとえばアルキルアンモニウム塩、塩化ステアリ
ルトリメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウムなどのアルキルトリメ
チルアンモニウム塩、塩化ジステアリルジメチルアンモニウムなどのジアルキルジメチル
アンモニウム塩、塩化ポリ（Ｎ，Ｎ′－ジメチル－３，５－メチレンピペリジニウム）、
塩化セチルピリジニウムなどのアルキルピリジニウム塩、アルキル四級アンモニウム塩、
アルキルジメチルベンジルアンモニウム塩などのアルキルベンジルアンモニウム塩、アル
キルイソキノリニウム塩、ジアルキルモルホニウム塩、ポリオキシエチレンアルキルアミ
ン、アルキルアミン塩、ポリアミン脂肪酸誘導体、アミルアルコール脂肪酸誘導体、塩化
ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウムなどが挙げられる。
【００３２】
　前記両性型界面活性剤としては、たとえば酢酸ベタイン、イミダゾリウムベタイン、２
－ウンデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－２－イミダゾリン
ナトリウム、２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチ
ロキシ２ナトリウム塩などのイミダゾリン系両性型界面活性剤、２－ヘプタデシル－Ｎ－
カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ラウリルジメチル
アミノ酢酸ベタイン、アルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタインなどのベタイ
ン系両性型界面活性剤などが挙げられる。
【００３３】
　前記シリコーン系界面活性剤としては、ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共
重合体、ポリオキシプロピレン・メチルポリシロキサン共重合体、ポリ（オキシエチレン
・オキシプロピレン）・メチルポリシロキサン共重合体などが挙げられる。
【００３４】
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　前記天然界面活性剤としては、たとえばレシチン、サポニン、大豆リン脂質、大豆リゾ
リン脂質液などが挙げられる。
【００３５】
　前記の他の界面活性剤の含有量は、水性原液中０．０１～１０質量％であることが好ま
しく、さらには０．１～８質量％であることが好ましい。他の界面活性剤の含有量がこの
範囲にあると、吐出した水性原液の発泡する速さや、形成された泡の持続性を調整するこ
とができる。
【００３６】
　また、前記の種々の有効成分としては、ｌ‐メントール、カンフル、ミントオイルなど
の清涼剤、コラーゲン、キシリトール、ソルビトール、ヒアルロン酸、乳酸ナトリウム、
ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩、ケラチン、カゼイン、レシチン、尿素、アロエエキスな
どの保湿剤、ビニルピロリドン-酢酸ビニル共重合体、アクリル酸アルキルコポリマーＡ
ＭＰ、（アクリル酸アルキル／ジアセトンアクリルアミド）コポリマーＡＭＰ、（アクリ
ル酸ヒドロキシエチル／アクリル酸メトキシエチル）コポリマー、（アクリレーツ／アク
リル酸アルキル／メタクリル酸エチルアミンオキシド）コポリマー、ビニルピロリド／Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸共重合体ジエチル硫酸塩、（アクリル酸オクチ
ルアミド／アクリル酸ヒドロキシプロピル／メタクリル酸ブチルアミノエチル）コポリマ
ー、Ｎ－ビニルピロリドン／メタクリルアミド／Ｎ－ビニルイミダゾール共重合体、（ジ
メチルアクリルアミド／アクリル酸ヒドロキシエチル／アクリル酸メトキシエチル）コポ
リマーなどのスタイリング用樹脂；ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシ
ル、パラメトキシケイ皮酸２‐エチルヘキシル、エチルヘキシルトリアゾン、オキシベン
ゾンなどの紫外線吸収剤、グリシン、アラニン、ロイシン、アスパラギン酸、グルタミン
酸、アルギニンなどのアミノ酸、パントテン酸カルシウム、アスコルビン酸リン酸マグネ
シウム、アスコルビン酸ナトリウムなどのビタミン類、クロタミトン、ｄ‐カンフルなど
の鎮痒剤、サリチル酸メチル、インドメタシン、ピロキシカム、フェルビナク、ケトプロ
フェンなどの消炎鎮痛剤、オキシコナゾール、クロトリマゾール、スルコナゾール、ビフ
ォナゾール、ミコナゾール、イソコナゾール、エコナゾール、チオコナゾール、ブテナフ
ィン、およびこれらの塩酸塩、硝酸塩、酢酸塩などの抗真菌剤、アラントインヒドロキシ
アルミニウム、タンニン酸、クエン酸、乳酸などの収斂剤、アラントイン、グリチルレチ
ン酸、グリチルリチン酸ジカリウム、アズレンなどの抗炎症剤、塩酸ジブカイン、塩酸テ
トラカイン、リドカイン、塩酸リドカインなどの局所麻酔剤、ジフェンヒドラミン、塩酸
ジフェンヒドラミン、マレイン酸クロルフェニラミンなどの抗ヒスタミン剤、パラオキシ
安息香酸エステル、安息香酸ナトリウム、ソルビン酸カリウム、フェノキシエタノール、
塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、塩化クロルヘキシジン、感光素、パラクロ
ルメタクレゾールなどの殺菌消毒剤、Ｎ，Ｎ‐ジエチル‐ｍ‐トルアミド（ディート）、
カプリル酸ジエチルアミド、ハーブエキスなどの害虫忌避剤、緑茶エキス、柿タンニン、
銀などの消臭成分などが挙げられる。
【００３７】
　前記種々の有効成分の含有量は、水性原液中それぞれ０．０１～１０質量％であること
が好ましく、さらには０．１～８質量％であることが好ましい。前記種々の有効成分の含
有量がこの範囲にあると、水性原液の発泡を阻害することなく、付着後に種々の有効成分
に起因する効果を発現することができる。
【００３８】
　前記アルコール類としては、エタノール、イソプロパノールなどの１価アルコールや、
プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ヘキシレングリコールなどの２価
アルコール、グリセリンなどの３価アルコールが挙げられる。また、これらの中から、単
独でまたは適宜２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００３９】
　前記アルコール類の含有量は、水性原液中０．１～２０質量％であることが好ましく、
さらには０．５～１５質量％であることが好ましい。前記アルコール類の含有量がこの範
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囲にあると、吐出した水性原液の発泡する速さや、形成された泡の持続性を調整すること
ができる。
【００４０】
　前記水溶性高分子としては、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロ
ース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリウムな
どのセルロース系高分子、キサンタンガム、カラギーナン、アラビアゴム、トラガントゴ
ム、カチオン化グアガム、グアガム、ジェランガム、ローカストビーンガムなどのガム質
、デキストラン、カルボキシメチルデキストランナトリウム、デキストリン、ペクチン、
デンプン、トウモロコシデンプン、コムギデンプン、アルギン酸ナトリウム、変性ポテト
スターチ、ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム、ポリビニルアルコール、ポリビニル
ピロリドン、カルボキシビニルポリマーなどが挙げられる。また、これらの中から、単独
でまたは適宜２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４１】
　前記水溶性高分子の含有量は、水性原液中０．０５～５質量％であることが好ましく、
さらには０．１～３質量％であることが好ましい。前記水溶性高分子の含有量がこの範囲
にあると、形成された泡の持続性を向上することができる。
【００４２】
　前記油分としては、メドウフォーム油、オリーブ油、ツバキ油、トウモロコシ油、ヒマ
シ油、サフラワー油、ホホバ油、ヤシ油などの油脂、ミリスチン酸、ステアリン酸、オレ
イン酸などの脂肪酸、セチルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコー
ルなどの高級アルコール、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、イソ
オクタン酸セチル、ジネオペンタン酸メチルペンタンジオール、ジネオペンタン酸ジエチ
ルペンタンジオール、ジ－２－エチルへキサン酸ネオペンチルグリコール、ジカプリン酸
ネオペンチルグリコール、ジラウリン酸プロピレングリコール、ジステアリン酸エチレン
グリコール、モノステアリン酸プロピレングリコール、モノオレイン酸プロピレングリコ
ール、モノステアリン酸エチレングリコール、トリ２－エチルへキサン酸グリセリル、ト
リ（カプリル・カプリン酸）グリセリン、イソノナン酸イソノニル、イソノナン酸イソト
リデシル、コハク酸ジエトキシエチル、リンゴ酸ジイソステアリルなどのなどのエステル
油、メチルポリシロキサン、シクロペンタシロキサン、シクロヘキサシロキサン、オクタ
メチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシク
ロヘキサシロキサン、メチルシクロポリシロキサン、テトラヒドロテトラメチルシクロテ
トラシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、メチルハ
イドロジェンポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサンなどのシリコーンオイル、
流動パラフィン、イソパラフィンなどの炭化水素、およびこれらの混合物などが挙げられ
る。また、これらの中から、単独でまたは適宜２種以上を組み合わせて用いることができ
る。
【００４３】
　前記油分の含有量は、水性原液中１質量％以下であることが好ましい。前記油分の含有
量がこの範囲にあると、付着したときに肌触りを滑らかにすると共に、水性原液の粘度が
所望の範囲となり、軽い泡質のフォームを得られやすい。
【００４４】
　前記粉体としては、タルク、カオリン、雲母、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、ケ
イ酸亜鉛、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸カルシウム、シリカ、ゼオ
ライト、セラミックパウダー、炭粉末、ナイロンパウダー、シルクパウダー、ウレタンパ
ウダー、シリコーンパウダー、ポリエチレンパウダーなどが挙げられる。また、これらの
中から、単独でまたは適宜２種以上を組み合わせて用いることができる。
【００４５】
　前記粉体の含有量は、水性原液中０．０５～１０質量％であることが好ましく、さらに
は０．１～８質量％であることが好ましい。前記粉体の含有量がこの範囲にあると、エア
ゾール容器の吐出通路内で目詰まりを起こすことなく、付着したときに肌触りを柔らかく
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、又は、滑らかにすることができる。
【００４６】
　本発明の水性原液は、炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコールと
のエステルであり、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤、及び、必要に応じて有
効成分などの各種成分を水に溶解または分散させることで調整することができる。また、
この水性原液の粘度は２０℃で１～３００ｍＰａ・ｓである。さらには、３～２００ｍＰ
ａ・ｓであることが好ましい。水性原液の粘度が、この範囲にあると、泡質がクリーム状
のように重くならず、軽くすることができる。なお、粘度は、ＪＩＳ　Ｚ　８８０３に記
載の液体の粘度を測定する方法により、毛細管粘度計、落球粘度計、回転粘度計などによ
り測定される。
【００４７】
　また、前記水性原液は、エアゾール組成物中９５～９９．９質量％であることが好まし
く、さらに９６～９９．５質量％であることが好ましい。水性原液の含有量が、この範囲
にあると所望の軽い泡質のフォームを得られやすい。
【００４８】
　本発明に用いられる圧縮二酸化炭素は、エアゾール容器内では気体であり一部が水性原
液中に溶解しており、吐出物を発泡させるために含有される。前記圧縮二酸化炭素の含有
量は、エアゾール組成物中０．１～５質量％であることが好ましく、さらに０．５～４質
量％であることが好ましい。圧縮二酸化炭素の含有量が、この範囲にあると吐出した水性
原液を発泡させることができ、水性原液を最後まで容器から外部へ吐出することができ、
さらには、容器内の圧力が高くなりすぎず容器の破裂などによる危険を防ぐことができる
。
【００４９】
　また、本発明の発泡性エアゾール組成物において、二酸化炭素が水性原液に飽和溶解し
て平衡状態にあるときの圧力（平衡圧力）が、２５℃において０．２～０．８ＭＰａであ
ることが好ましく、さらには０．３～０．７ＭＰａであることが好ましい。当該圧力が、
この範囲にあると、吐出した水性原液を発泡させることができ、水性原液を最後まで容器
から外部へ吐出することができ、さらには、容器内の圧力が高くなりすぎず容器の破裂な
どによる危険を防ぐことができる。
【００５０】
　発泡性や、泡質の調整をするために亜酸化窒素、窒素ガス、圧縮空気などの圧縮ガスを
加圧剤として含有しても良い。
【００５１】
　本発明のエアゾール組成物は、たとえば、耐圧性を有する容器に水性原液を充填してエ
アゾールバルブを固着し、バルブのステムから圧縮二酸化炭素を充填して、エアゾール容
器内で水性原液に圧縮二酸化炭素の一部を溶解させて平衡状態にすることにより調製する
ことができる。
【００５２】
　このようにして調整された本発明の発泡性エアゾール組成物は、エアゾール容器から吐
出すると、水性原液に溶解していた圧縮二酸化炭素の体積が膨張し、発泡する。この吐出
により形成された２５℃での泡の密度が０．１０～０．２８ｇ／ｃｍ３であることが好ま
しく、さらに０．１５～０．２７であることが好ましい。当該泡の密度が、この範囲にあ
ると所望の軽い泡質のフォームを得られる。
【００５３】
　また、本発明の発泡性エアゾール組成物のｐＨは、２５℃において３～６．５であるこ
とが好ましく、さらには３．５～６であることが好ましい。当該ｐＨが、この範囲にある
と、炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコールとのエステルであり、
ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤の一部が析出し、吐出物が軽い泡質のフォー
ムを形成することができる。
【実施例】
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【００５４】
　つぎに、本発明の発泡性エアゾール組成物を実施例に基づいてさらに詳細に説明するが
、本発明はかかる実施例のみに限定されるものではない。
【００５５】
　水性原液、及び、その水性原液を用いたエアゾール組成物について、実施例１～４およ
び比較例１～１３を、表１、及び、表２に示す。水性原液を調製し、得られた水性原液を
アルミニウム製の耐圧容器（満中量：１００ｍｌ）に６０ｇ充填し、その後に耐圧容器に
エアゾールバルブを固着し、エアゾールバルブから加圧剤を平衡圧力が０．６ＭＰａ（ゲ
ージ圧）になるように充填し、吐出部材を取り付けることで、各種エアゾール製品を製造
した。
【００５６】
　なお、表１中の非イオン性界面活性剤において、ＰＯＥ、ＰＯＰとの表記は、それぞれ
ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールの意味であり、その後の括弧付きの
数値は、それらポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールの平均重合度を示し
ている。また、表１中の各成分は
ソルビタンモノパルミテート：ＳＰ－１０Ｖ（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
ソルビタンモノステアレート：ＳＳ－１０Ｖ（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
ＰＯＥ（２）セチルエーテル：ＢＣ－２（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
ＰＯＥ（２）ステアリルエーテル：ＢＳ－２（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
ＰＯＥ（２）ラウリルエーテル：ＢＬ－２（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
ＰＯＥ（５）ベベニルエーテル：ＢＢ－５（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
ＰＯＥ（４０）硬化ヒマシ油：ＨＣＯ－４０（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（４）セチルエーテル：ＰＢＣ－４４（商品名）日光ケミカルズ株
式会社製
デカグリセリルモノラウレート：Ｄｅｃａｇｌｙｎ１－Ｌ（商品名）日光ケミカルズ株式
会社製
ＰＯＥ（２０）ソルビタンモノステアレート：ＴＬ－１０（商品名）日光ケミカルズ株式
会社製
オリーブオイル：クロピュアＯＬ（商品名）クローダジャパン株式会社製
を使用した。
【００５７】
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【表１】
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【００５８】
【表２】
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【００５９】
　試験例１（原液の粘度）
実施例１～４および比較例１～１３の水性原液について、２０℃における粘度を回転粘度
計により測定した。その結果を表２に示す。
【００６０】
　試験例２（エアゾール組成物の析出）
実施例１～４および比較例１～１３のエアゾール組成物について、２５℃にて析出物の有
無を、目視にて確認した。析出物が視認されたものを○、視認されなかったものを×とし
て評価した。その結果を、表３に示す。
【００６１】
　試験例３（吐出物の状態）
実施例１～４および比較例１～１３の各種エアゾール組成物を充填したエアゾール製品を
２５℃の恒温水槽に１時間浸漬した、その後、エアゾール組成物を吐出し、発泡が収まっ
た段階での泡質を、軽くキメの細かい泡であるものを○、クリーム状の泡であるものを×
、ほとんど発泡しなかったものを××として官能的に評価した。その結果を、表３に示す
。
【００６２】
　試験例４（吐出物の泡密度）
実施例１～４および比較例１～１３の各種エアゾール組成物を吐出容器から吐出し、発泡
が収まった段階での泡密度を、測定した。すなわち、各種エアゾール組成物を、容量が２
５ｍｌのカップ状のガラス容器内で発泡させて泡を形成させ、その容器からはみ出した泡
を取り除いて、その容器内での質量を電子天秤で測定し、それら容量と質量から算出した
。その結果を、表３に示す。
【００６３】
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【表３】
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【００６４】
　表２に示された結果から、炭素数１４～２２の脂肪酸と分岐鎖を有する多官能アルコー
ルとのエステルであり、ＨＬＢが２～９である非イオン性界面活性剤と、及び、水とを有
し、粘度が２０℃で１～３００ｍＰａ・ｓである水性原液と、圧縮二酸化炭素と、を含有
する実施例１～４のエアゾール組成物は、吐出後に形成された泡が軽くてキメの細やかな
ものであることがわかる。
【００６５】
　これに対して、比較例１～１３のエアゾール組成物は、泡質がクリーム状になったり、
そもそもほとんど泡が発生しなかったりしていることから、非イオン性界面活性剤を構成
する脂肪酸、多官能アルコール、非イオン性界面活性剤のＨＬＢ、水性原液の粘度、混合
する気体の組合せが泡質に対して大きな影響を及ぼすことがわかる。
【００６６】
　以下、本発明に係るエアゾール組成物を用いた各種商品の処方例を示す。
【００６７】
＜処方例１　洗顔フォーム＞
　下記の水性原液６０ｇ（９８質量％）をアルミニウム製耐圧容器に充填し、バルブを取
り付け、バルブから圧縮二酸化炭素を１．２ｇ（２質量％）充填した。次いで耐圧容器を
振って圧縮二酸化炭素の一部を水性原液に溶解させ平衡状態にした。耐圧容器内の２５℃
における平衡圧力は０．６ＭＰａであった。なお、２５℃における吐出した泡の密度は０
．２３ｇ／ｍｌであった。
水性原液
ソルビタンモノパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン（＊１）　　　　　　　　　２．０
アルキルリン酸カリウム液（＊２）　　　　　　　　　　　　　　２．０
　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　ヒアルロン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８．８　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（質量％）
（＊１）ＡＭ－３０１（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
（＊２）プライオリー　Ｂ－６５０Ｄ（商品名）花王株式会社製
【００６８】
＜処方例２　パック剤＞
　下記の水性原液６０ｇ（９８質量％）をアルミニウム製耐圧容器に充填し、バルブを取
り付け、バルブから圧縮二酸化炭素を１．２ｇ（２質量％）充填した。次いで耐圧容器を
振って圧縮二酸化炭素の一部を水性原液に溶解させ平衡状態にした。耐圧容器内の２５℃
における平衡圧力は０．６ＭＰａであった。なお、２５℃における吐出した泡の密度は０
．２３ｇ／ｍｌであった。
水性原液
ソルビタンモノパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
ココアンホ酢酸ナトリウム（＊３）　　　　　　　　　　　　　　　３．０
ヒドロキシエチルセルロース（＊４）　　　　　　　　　　　　　　０．２
プロピレングルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
ヒアルロン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
アロエエキス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８．８　　　　　
合計                                                      １００．０（質量％）
（＊３）ＡＭ－１０１（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
（＊４）ＨＥＣ－ＳＥ８５０（商品名）ダイセルファインケム株式会社製
【００６９】
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＜処方例３　収斂フォーム＞
　下記の水性原液６０ｇ（９８．４質量％）をアルミニウム製耐圧容器に充填し、バルブ
を取り付け、バルブから圧縮二酸化炭素を１ｇ（１．６質量％）充填した。次いで耐圧容
器を振って圧縮二酸化炭素の一部を水性原液に溶解させ平衡状態にした。耐圧容器内の２
５℃における平衡圧力は０．５ＭＰａであった。なお、２５℃における吐出した泡の密度
は０．２７ｇ／ｍｌであった。
水性原液
ソルビタンモノパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
　ｌ‐メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
　エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９３．９　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（質量％）
【００７０】
＜処方例４　保湿フォーム＞
　下記の水性原液６０ｇ（９８質量％）をアルミニウム製耐圧容器に充填し、バルブを取
り付け、バルブから圧縮二酸化炭素を１．２ｇ（２質量％）充填した。次いで耐圧容器を
振って圧縮二酸化炭素の一部を水性原液に溶解させ平衡状態にした。耐圧容器内の２５℃
における平衡圧力は０．６ＭＰａであった。なお、２５℃における吐出した泡の密度は０
．２５ｇ／ｍｌであった。
水性原液
ソルビタンモノステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
　１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０
　ヒアルロン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９６．０　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（質量％）
【００７１】
＜処方例５　トリートメントフォーム＞
　下記の水性原液６０ｇ（９８．４質量％）をアルミニウム製耐圧容器に充填し、バルブ
を取り付け、バルブから圧縮二酸化炭素を１ｇ（１．６質量％）充填した。次いで耐圧容
器を振って圧縮二酸化炭素の一部を水性原液に溶解させ平衡状態にした。耐圧容器内の２
５℃における平衡圧力は０．５ＭＰａであった。なお、２５℃における吐出した泡の密度
は０．２３ｇ／ｍｌであった。
水性原液
ソルビタンセスキステアレート（＊５）　　　　　　　　　　　　　　１．０
塩化ステアリルトリメチルアンモニウム（＊６）　　　　　　　　　　５．０
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８９．９　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（質量％）
 （＊５）ＳＳ―１５Ｖ（商品名）日光ケミカルズ株式会社製
 （＊６）コータミン　８６Ｐ（商品名）花王株式会社製　　　　　　　　
【００７２】
＜処方例６　頭皮ケアフォーム＞
　下記の水性原液６０ｇ（９８質量％）をアルミニウム製耐圧容器に充填し、バルブを取
り付け、バルブから圧縮二酸化炭素を１．２ｇ（２質量％）充填した。次いで耐圧容器を
振って圧縮二酸化炭素の一部を水性原液に溶解させ平衡状態にした。耐圧容器内の２５℃
における平衡圧力は０．６ＭＰａであった。なお、２５℃における吐出した泡の密度は０
．２６ｇ／ｍｌであった。
水性原液
ソルビタンモノパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
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プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０
ＩＰＭＰ（＊７）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ｌ－メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８８．７　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０（質量％）
（＊７）イソプロピルメチルフェノール（商品名）大阪化成株式会社製
【００７３】
＜処方例７　害虫忌避剤＞
　下記の水性原液６０ｇ（９８．４質量％）をアルミニウム製耐圧容器に充填し、バルブ
を取り付け、バルブから圧縮二酸化炭素を１．３ｇ（２．１質量％）充填した。次いで耐
圧容器を振って圧縮二酸化炭素の一部を水性原液に溶解させ平衡状態にした。耐圧容器内
の２５℃における平衡圧力は０．６５ＭＰａであった。なお、２５℃における吐出した泡
の密度は０．２０ｇ／ｍｌであった。
水性原液
ソルビタンモノパルミテート　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
Ｎ，Ｎ‐ジエチル‐ｍ‐トルアミド　　　　　　　　　　　　　　　１．０
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９３．０　　　　　
合計                                                      １００．０（質量％）
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